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概要：情報活用能力を育成するためには、児童がどのような情報をどのように分析していたのかにつ

いて把握する必要がある。本発表では、頭の中にある情報を特定の枠組みに沿って書き出すこと

によって思考を補助し可視化するシンキングツールを用いて作文を書かせることで、児童の思考

過程がどのように評価できるか、それをどのように指導につなげるのかについて考察する。	
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１ はじめに 

	 文部科学省（2016）は，次期学習指導要領の

ポイントとして各教科における「見方や考え方」

の育成の重要性を指摘しており，各教科におい

て習得される「見方や考え方」を活用し，課題

を解決する中で汎用的な資質能力を育成するこ

とが重視されている。各教科における「見方や

考え方」の育成は情報活用能力の育成とつなが

ることが想定できる。2015 年に公表された情報

活用能力調査の結果からは小学校，中学校とも

に「目的に応じて,特定の情報を見つけ出し,関

連付けること」に課題があるとされている．こ

のような課題を解決するためには，各教科にお

いて「関連付ける」方法などの「見方・考え方」

指導していくことが重要であると考えられる．

しかし，各教科においてどのような「見方・考

え方」を指導していくのかについては具体的に

示されておらず，またその評価の方法について

も整理されていない．	

	 泰山ほか（2014）は教科横断的な思考スキル

を整理し，それに対応したシンキングツールを

活用することで，思考力の育成を目指す取り組

みを行っている．思考スキルは，各教科で育成

すべき「見方・考え方」を具体化したものであ

ると捉えることができる．	

	 本研究では，思考スキルの視点から教科学習

において育成したい「見方・考え方」を具体化

し，それに対応したシンキングツールを用いて

児童の思考過程を書きださせることで，その評

価と指導方法を検討することを目的とする．	

２ 研究の方法 

（１）調査対象 

	 本研究では，大阪狭山市立北小学校，３年生

を対象に行われた実践を対象とした．この学校

は思考スキルとシンキングツールの活用を継続

的に実践してきた学校であり，対象児童はシン

キングツールの使い方については指導されてい

る．対象実践は社会科「わたしたちのまちの

ようす」である．この単元では地域の様子を

調査し，地域の特色について理解することが

目的である．学習指導要領では「自分たちの

住んでいる身近な地域や市(区、町、村)につ

いて、次のことを観察、調査したり白地図に	

まとめたりして調べ、地域の様子は場所によ

って違いがあることを考えるようにする」こ

とが目的となっている．思考スキルでは「比

較する」ことを目的とする単元である．	

	 ２つの地域の調査を行った後，「比較する」

に対応するシンキングツールであるベン図を

用いて情報を整理した後，その違いについて

まとめる活動を行った．	

（２）評価方法 

	 作成したまとめは作文の内容に加え，シンキ

ングツールにどのような内容が書かれているの



るのかについても評価することで，児童の思考

過程の評価を行った．評価は研究者である第一

筆者が行い，その評価結果を実践者である第二

筆者と共有し議論を行った．	

	 作文については調査を行った地域の違いや特

徴が記述されているかどうか，比較については

目的に応じた比較がなされているかどうかで２

つのグループに分けた．それぞれの地域の共通

点について記述されていなかったり，地域の特

徴とは関係のないものを記述したりしている場

合はうまくまとめられていないと評価した．	

３ 結果と考察 

	 以上の観点で児童のまとめを評価した結果，

比較も作文もうまくできていた児童が 24 名，比

較はできているが作文にうまくまとめられなか

った児童が６名，比較も作文もうまくまとめら

れなかった児童が３名，比較はできなかったが

作文はまとめられたという児童は０名だった．	

	 多くの児童が調査した内容をベン図にまとめ，

その記述をもとに地域の違いや共通点について

作文にまとめていた．特色にまで抽象化できて

はいないが，多くの児童がそれぞれの地区の違

いや共通点について記述しており，ベン図にま

とめることで社会科の目標である「地域の様子

が場所によって異なる」ことについて，気づい

ている様子が見て取れた．担任教員からはいき

なり文章にする場合は書けないと思われる児童

が地域の違いや共通点の記述をしていたことが

指摘された．さらに，それをもとに違いのみで

はなく地域の特色について言及している児童も

３名いた．「比較する」ことを支援することによ

って，より深い気づきに繋がることも確認でき

た．	

	 また、比較はできているが作文にうまくまと

められなかった児童は指導要領に記述されてい

る「地域の様子は場所によって違いがあること」

については気づいているがそれがうまく言語化

できていない様子が見える．このカテゴリの児

童は社会科の目標は達成できているため，整理

した情報を文章化するための支援が必要になる

と考えられる．	

	 また，比較も作文もうまくまとめられなかっ

た児童については地域の調査からどのような情

報を見つけてくるのか，その情報をどのように

比較するのかについて指導する必要あるだろう．	

	 最後のまとめに作文のみではなく，シンキン

グツールで情報を整理させることで，児童の思

考過程を把握することができ，多様な評価が可

能になるだろう．	

４ 結論 

	 本研究では，単元のまとめの際に作文のみで

はなくシンキングツールに整理させることで，

児童の思考過程を把握し，評価することを試み，

その結果からどのような指導が必要になるかに

ついて検討した．	

	 特に作文にうまくまとめられなかった９名の

児童については，一旦シンキングツールに情報

を整理することで児童がどこまで達成している

のかを明らかにすることができ，それぞれに必

要な指導が異なることも明らかになり，シンキ

ングツールを用いた評価が有効であると考えら

れる．	

５ 今後の課題 

	 今後はこれらの指導が児童の思考力育成に本

当に寄与しているのかどうかについて検討する

と同時に，習得した思考スキルを実際に活用さ

せるための指導方法についても検討していく必

要があると考えている．	
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